
平成３０年度事業報告 

自 平成３０年１０月１日   至 令和元年９月３０日 

 Ⅰ．展覧会   

１．第４７回｢日本の書展｣直轄展 

下記の直轄４展を開催。４７回直轄４展の出品者総数は３，６７８名で、４６回展の３，５８４

名に比べ９４名増加。入場者数は、直轄４展合計で１４，９２２名、前回の１４，５２６名に比べ

３９６名増加。出品者数、入場者数とも増加している。 

４１回展（平成２５年）から行っている、図録１冊（現代書壇巨匠・現代書壇代表・委嘱作品と

全出品者名簿を掲載）および出品者本人の作品ブロマイド２枚ずつの贈呈は、今展も引き続き行っ

た。 

また、４３回展（平成２７年）から各直轄展の会場内で出品作家（主に役員）を講師としての１

時間程度のギャラリートークを行っているが、各会場とも通常の土日よりも集客数が増し、内容も

好評だったため、今展も引き続き行った。４展とも８０～２１０名の参加者があり、作品解説に加

え、作家紹介や展覧会を訪れた際の作品の見方など、トーク内容も多様で大変好評だった。 

全展の展覧会場、開催披露祝賀会会場には、「日本の書道文化」のユネスコ無形文化遺産登録推

進運動の一環として、ポスターおよびバナーを掲示し、引き続き広報活動を行った。 

（１）関西展 

会 期  令和元年５月３日（金・祝）～５月５日（日・祝） 

会 場  マイドームおおさか（１、２階展示ホール Ａ～Ｄ） 

主 催  （公財）全国書美術振興会  産経新聞社 

後 援  文化庁 

協 賛  （公社）日本書芸院 

開催披露祝賀会     令和元年５月３日（金・祝）１２：３０～１４：００ 

            シティプラザ大阪 ２階 「旬」 

            出席者   ３７３名 

ギャラリートーク    令和元年５月４日（土・祝）１４：００～１５：００ 

            マイドームおおさか（１階展示ホール） 

            講師  吉川美恵子評議員・現代書壇代表作家 

関西展の出品数は、巨匠１５点、代表１００点、委嘱３８点、招待４３２点、秀抜選５２６

点、合計１，１１１点、会期中の入場者数は１，９７２名だった（前回４６回展の出品総数は

１，０７５点、入場者数は１，９４９名）。産経新聞社の紙面協力、日本書芸院の協賛も得て

いる。 

前回同様、会場を大阪国際会議場からマイドームおおさかに、会期を５月の大型連休中に実

施した。会期初日の５月３日（金・祝）の１２時３０分から、マイドームおおさか隣接のシテ

ィプラザ大阪２階｢旬｣において開催披露祝賀会を行い、来賓・出品書家・招待者合わせて３７

３名の出席があった。祝賀会では、髙木聖雨代表理事・理事長ならびに田中壮一郎代表理事・

会長の主催者代表挨拶、産経新聞社事業本部長 伊藤富博氏から共催者挨拶があった後、文化

功労者で日本芸術院会員の井茂圭洞名誉顧問による乾杯発声で祝宴に入った。 

改元３日目、１０連休中の開催となり、展覧会、祝賀会とも人の出足に影響があるか懸念 

   していたが、共に前回をわずか上回る入場者数、出席者数となった。 
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（２）中部展 

会期／会場 

第１会場 令和元年６月５日（水）～６月９日（日） 

     愛知県美術館ギャラリー（愛知芸術文化センター８階） 

      現代書壇巨匠・現代書壇代表・委嘱・招待・秀抜選（き～こ）を展示 

第２会場 令和元年６月４日（火）～６月９日（日） 

名古屋市博物館（３階ギャラリー） 

    秀抜選（あ～か・さ～わ）を展示 

主 催  （公財）全国書美術振興会  中日新聞社 

後 援  文化庁 愛知県 岐阜県 三重県 名古屋市 

各県市教育委員会 東海テレビ放送 

協 賛  （公社）中部日本書道会 

開催披露祝賀会     令和元年６月５日（水）１８：００～１９：３０ 

名古屋東急ホテル ３階 「ヴェルサイユ」 

出席者   ３０５名 

ギャラリートーク    令和元年６月８日（土）１４：００～１５：００ 

            愛知県美術館ギャラリー 

            講師 伊藤昌石委嘱作家 

中部展の出品数は、巨匠１５点、代表１００点、委嘱１８点、招待１８６点、秀抜選４７０

点、合計７８９点、会期中の入場者数は２，８５３名（内訳：愛知県美術館ギャラリー１，８

６８名、名古屋市博物館９８５名）（前回４６回展の出品総数は８０１点、入場者数は名古屋

市博物館２，２４４名）だった。中日新聞社の紙面協力、東海テレビ放送の放映協力、中部日

本書道会の協賛を得ている。 

愛知県美術館の改修工事が終了し、今年から借用はできたが、トリエンナーレ開催年だった

ためにギャラリー全室の借用ができず、名古屋市博物館との２会場開催で秀抜選作品を分けて

展示した。 

６月５日（水）の１８時から、名古屋東急ホテル３階｢ヴェルサイユ｣において開催披露祝賀

会を行い、来賓・出品書家・招待者合わせて３０５名の出席があった。祝賀会では、髙木聖雨

代表理事・理事長の主催者代表挨拶、中日新聞社取締役事業担当 鷲見卓氏の共催者挨拶があ

った後、樽本樹邨顧問の書家代表挨拶へと続き、東海テレビ放送株式会社取締役事業局長 山

口貢氏の乾杯発声で祝宴に入った。 

（３）東京展 

   会 期  令和元年６月１３日（木）～６月２３日（日） ６月１８日（火）は休館日 

   会 場  国立新美術館（展示室 1Ａ・1Ｂ・1Ｃ・1Ｄ） 

   主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社 

   後 援  文化庁 

開催披露祝賀会     令和元年６月１４日（金）１２：００～１３：４５ 

            パレスホテル東京 ２階 「葵」 

            出席者   ５６３名 

ギャラリートーク   ①令和元年６月１５日（土）１４：００～１５：００ 

            国立新美術館 展示室 

            講師 宮負丁香評議員・委嘱作家 

           ②令和元年６月２２日（土）１４：００～１５：００ 

            国立新美術館 展示室 

            講師 齊藤紫香委嘱作家 
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東京展の出品数は、巨匠１５点、代表１０１点、委嘱４６点、招待６８４点、秀抜選７９８

点、東京展合計１，６４４点、他展の委嘱（関西展委嘱３８点・中部展委嘱１８点・九州展委

嘱１０点）も加わり総展示数１，７１０点、会期中の入場者数は８，５９７名だった（前回４

６回展の総展示数は１，６３０点、入場者数は９，００８名）。 

会期２日目の６月１４日（金）の１２時から、パレスホテル東京２階｢葵｣において開催披 

露祝賀会を行い、来賓・出品書家・招待者合わせて５６３名の出席があった。祝賀会では、 

髙木聖雨代表理事・理事長ならびに田中壮一郎代表理事・会長の主催者代表挨拶から始まり、 

株式会社共同通信社代表取締役常務 岩永陽一氏の共催者挨拶、衆議院議員・書道国会議員連 

盟会長 河村建夫氏の来賓祝辞、文化功労者で日本芸術院会員の井茂圭洞名誉顧問による書家 

代表挨拶へと続き、衆議院議員・書道国会議員連盟会長代行 塩谷立氏の乾杯発声で祝宴に入 

った。 

 公募臨書の併催で入選者やその家族等の来場者、また、隣接する企画展の影響で外国人の 

来場者が増加傾向にある一方で、展覧会場への出品者等の来場が年々減少傾向にあり、ギャ 

ラリートークでの盛況な集客があるにもかかわらず、入場者数は８千名台にとどまった。 

（４）九州展 

   会 期  令和元年６月２７日（木）～７月２日（火） 

        前期 令和元年６月２７日（木）～６月２９日（土） 

           招待（く～わ）・秀抜選（た～わ）を展示 

        後期 令和元年６月３０日（日）～７月２日（火） 

           招待（あ～き）・秀抜選（あ～そ）を展示 

   会 場  福岡アジア美術館(７階企画ギャラリーＡＢＣ) 

主 催  （公財）全国書美術振興会  西日本新聞社 

   後 援  文化庁 

開催披露祝賀会     令和元年６月２８日（金）１２：３０～１３：４５ 

ホテルオークラ福岡 ４階 「平安の間」 

出席者   １０９名 

ギャラリートーク    令和元年６月２９日（土）１４：００～１５：００ 

            福岡アジア美術館(７階企画ギャラリー)  

            講師 松清秀仙評議員・現代書壇代表作家 

九州展の出品数は、巨匠１５点、代表１０１点、委嘱１０点、招待１３７点、秀抜選２１７

点、合計４８０点、会期中の入場者数は１，５００名だった（前回４６回展の出品総数は４７

３点、入場者数は１，３２５名）。西日本新聞社の紙面協力を得ている。 

例年、展覧会場は福岡アジア美術館の７階企画ギャラリーと８階交流ギャラリーの両スペー

スを借用しているが、前回、今回とも美術館側の事情により、７階企画ギャラリーしか借用で

きず、中間日に当たる６月２９日（土）の夜間に招待、秀抜選作品の掛け替えを行うことで対

応した。九州展の開催時期は梅雨入りと重なり、高確率で台風の影響を受けやすく、今回も九

州地方、特に南九州は連日の大雨となったが、大幅に減少した昨年の入場者数よりはわずか増

加している。 

会期２日目の６月２８日（金）の１２時３０分から、ホテルオークラ福岡４階｢平安の間｣に

おいて開催披露レセプションを行い、来賓・出品書家・招待者合わせて１０９名の出席だった。

レセプションでは、髙木聖雨代表理事・理事長ならびに田中壮一郎代表理事・会長の主催者代

表挨拶、西日本新聞社取締役営業本部長 大久保昭彦氏から共催者挨拶があった後、九州国立

博物館館長 島谷弘幸氏の来賓挨拶・乾杯発声で祝宴に入った。 

２．第４６回および第４７回｢日本の書展｣巡回展 

会 期  第４６回巡回展  平成３０年７月～平成３１年４月 

        第４７回巡回展  令和元年７月～令和２年４月 

   会 場  第４６、４７回展とも地方８カ所で開催 

   主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社  各地元新聞社 

   後 援  文化庁 

－3－ 



現代書壇巨匠と現代書壇代表巡回作品（第４６回展１１２点、第４７回展１１６点）について

は、関西展、中部展、東京展、九州展の直轄４展終了後、本会・共同通信社・各地元新聞社の

共催、文化庁後援により、約１年間をかけて、地方８カ所を巡回。 

現在、第４６回展は終了、第４７回展は１番目の富山展のみ終了した。 

第４６回｢日本の書展｣巡回展 実施会場一覧 

 開催地 地元主催新聞社 会 場 会 期 地元作品数 入場者数

１ 富山 富山市 北日本新聞社 富山県民会館 30.7.12～7.15 183 1,686 

２ 鳥取 米子市 山陰中央新報社 米子市美術館 30.9.1～9.4 200 619 

３ 青森 青森市 東奥日報社 青森市民美術展示館 30.9.6～9.10  275 654 

４ 広島 広島市 中国新聞企画サービス 福屋広島駅前店 ８・９階催事場 30.9.27～10.2  595 14,053 

５ 岡山 岡山市 山陽新聞社 天満屋岡山店 ６階 葦川会館 30.10.17～10.22 494 4,800 

６ 奈良 奈良市 奈良新聞社 奈良県文化会館 31.2.20～2.24  195 3,628 

７ 長野 長野市 信濃毎日新聞社 ながの東急百貨店 31.2.28～3.5  224 1,882 

８ 茨城 水戸市 茨城新聞社 茨城県立県民文化センター 31.4.13～4.18  265 1,825 

※白部分が、今年度（平成３０年度）事業 

第４７回｢日本の書展｣巡回展 実施会場一覧 

 開催地 地元主催新聞社 会 場 会 期 地元作品数 入場者数

１ 富山 富山市 北日本新聞社 富山県民会館 1.7.19～7.22 171 1,894 

２ 島根 松江市 山陰中央新報社 島根県立美術館 1.8.29～9.2 200  750 

３ 青森 青森市 東奥日報社 New’s TO-O ビル 3 階催事場 1.9.6～9.9 267  788 

４ 広島 広島市 中国新聞企画サービス 福屋広島駅前店 ８・９階催事場 1.10.3～10.8 579 16,486 

５ 岡山 岡山市 山陽新聞社 天満屋岡山店 ６階 葦川会館 1.10.10～10.15  491   4,963 

６ 奈良 奈良市 奈良新聞社 奈良県文化会館 2.2.19～2.23  －   － 

７ 長野 長野市 信濃毎日新聞社 ながの東急百貨店 2.2.27～3.3  －   － 

８ 茨城 水戸市 茨城新聞社 茨城県立県民文化センター 2.4.11～4.16  －   － 

※白部分が、今年度（平成３０年度）事業 

３．第４７回｢日本の書展｣東京展 公募臨書 

会 期  令和元年６月１３日（木）～６月２３日（日） ６月１８日（火）は休館日 

前期展示 令和元年６月１３日（木）～６月１７日（月）の５日間 

後期展示 令和元年６月１９日（水）～６月２３日（日）の５日間 

   会 場  国立新美術館（展示室 1Ｄの一部 ５１～５３室の３室） 

主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社 

   後 援  文化庁 

２０１２（平成２４）年の第４０回から東京展に新設・併催された公募臨書も今回８回目と

なる。出品点数は９７５点で、前回の９５２点より２３点増で、ほぼ安定した点数を保ってい

る。 

平成３０年１２月２０日に、国立新美術館審査室で審査委員１０名による入選・落選の審査

鑑別を行ったが、入選率５０％を念頭に置いた審査をし、結果、入選数は４６４点、入選率は

４７．６％となった。内訳は下表参照。 

出品整理料は前回同様２，０００円。入選作品は表具をして国立新美術館の５１～５３の３

室に展示、壁面展示は２段掛けとした。 

展示後、入選者には表装作品と共に入選證を送った。 
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 第４７回「日本の書展」東京展公募臨書 入選数一覧 ＜展示方法・展示期間別内訳＞ 

 壁面展示 机上展示 
計 

たて よこ 篆刻 

前期展示 １７４ ５２ ６ ２３２ 

後期展示 １７４ ５２ ６ ２３２ 

入選数合計 ３４８ １０４ １２ ４６４ 

 第４７回「日本の書展」東京展公募臨書 入選数一覧 ＜作品ジャンル別内訳＞ 

 漢 字 か な 
篆 刻 

たて よこ たて よこ 

３３２ １２ １６ ９２ 
１２ 

３４４ １０８ 

入選数合計 ４６４ 

 Ⅱ．「子どもゆめ基金」助成子ども体験プログラム（ワークショップ）   

名 称  筆もじにトライ！２０１９ ～オリジナルうちわを作ろう～ 

日 時  令和元年８月５日（月） 

Ａコース １３：００～１４：１０ 

Ｂコース １５：００～１６：１０ 

        令和元年８月６日（火） 

Ｃコース １０：３０～１１：４０ 

Ｄコース １３：００～１４：１０ 

Ｅコース １５：００～１６：１０ 

        令和元年８月７日（水） 

Ｆコース １０：３０～１１：４０ 

Ｇコース １３：００～１４：１０ 

Ｈコース １４：４０～１５：５０ 

   場 所  日本芸術院会館 講堂 

   参加費・材料費  無料 

   対 象  ３歳～小学校３年生までの子ども（保護者同伴） 

   定 員  各コース３０名（３日間で８コースを設定） 計２４０名 

   助 成  独立行政法人国立青少年教育振興機構・子どもゆめ基金助成活動より６７万５千円の 

助成 

指導者  上籠鈍牛氏、鹿倉碩齋氏、角田大壤氏、畠田心珠氏、堀一惜氏、松浦龍坡氏 

     青木聴雪氏、芹澤翔華氏 

広 報  チラシ６，５００部を以下に設置、配布、掲載 

     ＜設置＞ 

         ・第４７回「日本の書展」展覧会場 

＜配布＞ 

・台東区立小学校・幼稚園、台東区内私立幼稚園・こども園 

        ＜掲載＞ 

・全国書美術振興会ホームページ 

・公式 twitter 

         ・子どもとお出かけ情報サイト「いこーよ」（無料掲載） 

       子どもゆめ基金の採択、助成は昨年に続き２回目となる。昨年は２日間、５コース、体験設定

数１２０名（実際には１１３名が体験）だったのを、今年は３日間、８コース、２４０名設定に

して申請したため、助成金も４１万円から６７万５千円に増額した。また、今年は日本芸術院会

館の理解、協力を得て、講堂を無料で提供いただくことができた。 
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子どもは、床で座布団に座っての体験だったが、姿勢よく正座で取り組む姿も見受けられた。 

「文字の成り立ち」をクイズ形式で出題する、水書き用紙で練習をさせる、固形墨の墨磨り体験 

を行う、うちわには子どもの喜びそうな図柄を４０種程準備する、完成したうちわには筆もじに

トライ！のスタンプを押印する、完成したうちわを持って記念撮影をするなど、子どもが楽しく

飽きずに書道体験や物作りができる様々な工夫、夏休みの思い出になるような演出を心掛けた。 

また今回は、子ども向け書道活動に対しての助成金という国の施策があることを書道関連団体 

に広く周知し、書道の保護継承運動に繋げる目的で、書道雑誌等を発行する各社に対しプレスリ 

リースを行った。１社が取材に訪れ、体験の様子が記事に掲載された。 

参加人数  ２０２人（３日間合計） 

参加年齢分布 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  Ｆ  Ｇ  Ｈ 年齢別計 
参加年齢の

割合 

３歳 ２ ０ ２ ２ １ ５ ２ ２ １６  ７.９％

４歳 ４ ５ ３ ３ ３ ３ ２ ７ ３０ １４．８％

５歳 ３ １ ４ ２ ３ ４ ３ ７ ２７ １３.４％

６歳 1 ２ ３ ０ ０ ０ ０ １ ７   ３．５％

小1(6～7歳) ７ ０ ３ ７ ３ ３ ４ ６ ３３ １６.３％

小2(7～8歳) ３ ７ ９ ７ ８ ４ ８ ４ ５０ ２４.８％

小3(8～9歳) ４ ９ ３ ３ ６ ３ ６ ５ ３９ １９．３％

ｸﾗｽ計 ２４ ２４ ２７ ２４ ２４ ２２ ２５ ３２ ２０２  

  収支状況 

収  入 支  出 

助成金交付決定額 ６５５，０００ 謝金・交通費・資料作成費（講師 8 名・アルバイト 2 名） ３１６，６００

附帯事務費 ２０，０００ 会場費 ０

通信運搬費（郵便・佐川急便） ５８，７３０

備品・消耗品費 ２０７，７０１

印刷費（チラシ） ４６，１９０

レンタル費（パイプ椅子） ４８，６００

その他 ２，７３０

収入計 ６７５，０００ 支出計 ６８０，５５１

 Ⅲ．書写・書道教育推進協議会   
   活動報告は別紙にて。 

 Ⅳ．日本書道ユネスコ登録推進協議会   
     活動報告は別紙にて。 

 Ⅴ．機関誌および書美術に関する出版物刊行ほか   
１．展覧会作品集等の制作 

（１）第４７回「日本の書展」直轄展 

 ①図録  ４，４８０部 

現代書壇巨匠・現代書壇代表・全展委嘱作品図版をオールカラー刷りで掲載。 

巻末には、全展招待・秀抜選作家を含む全出品者名簿を掲載 。 

各出品者には、１冊ずつ贈呈。 

②出品者本人の作品ブロマイド  ７，６２６枚 

展覧会名・姓号入り ２Ｌサイズ カラー写真 非売品。 

各出品者には、出品者本人のブロマイドを２枚ずつ贈呈。 

（出品者３，６６３名×２枚ずつ、現代書壇巨匠１５名のみ×２０枚ずつ） 
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③出品者名簿 関西展  １３，３００枚 

          中部展   １１，２００枚 

          東京展  ２１，０００枚 

          九州展    ６，３００枚 

④案内はがき     １２５，０００枚 

   ⑤ポスター            ５５５枚 

   ⑥外国人向け展覧会概要リーフレット  ３００枚 

（２）第４７回「日本の書展」巡回展 

   図録（直轄展と同図録）  ９００部 

（３）第４７回「日本の書展」公募臨書 

①入選者名簿  １，８００枚 

②入選證      ５３０枚 

（４）第４８回「日本の書展」公募臨書 

出品要項   ２１，３００枚 

２．「子どもゆめ基金」助成子ども体験プログラム 「筆もじにトライ！２０１９」の制作 

応募チラシ  ６，５００枚

３．機関誌｢書美術｣第３６号

４，３００部 平成３１年３月１日に発行

４．ホームページの更新 

 Ⅵ．書美術功労者の顕彰  

文化功労者を受けられた井茂圭洞名誉顧問、恩賜賞・日本芸術院賞を受賞された真神巍堂理事 

   の功労を顕彰し、記念品を贈呈した。 

以 上
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